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３ 要旨

現行のリンゴ殺虫剤削減防除体系では、８月以降、シャクトリムシ類による新梢葉の加害が多く認められ
る。そこで、優占種であるヨモギエダシャクの有効薬剤と効率的な補完防除時期を検討した。

(1) ヨモギエダシャクの幼虫には、天敵であるヒメバチ類が高い確率で寄生しており、重要な役割を果たし
ている。

(2) ヨモギエダシャクに対する防除効果は、コテツフロアブル 2,000倍、バイオマックスＤＦ 4,000倍（現在
の登録は 2,000倍のみ）が高かった。有機リン剤であるダーズバン水和剤やスプラサイド水和剤の効
果は低かった。

(3) ヒメバチ類に対する主要な殺虫剤の影響を検討した結果、コテツフロアブル2,000倍、スプラサイド水
和剤 1,500倍およびアドマイヤー水和剤 2,000倍は影響が大きかった。一方、カスケード乳剤 4,000
倍、モスピラン水溶剤4,000倍の影響は小さく、ＢＴ剤のバイオマックスＤＦ4,000倍は全く死亡しなかっ
た。

(4) 防除時期を把握するため、性フェロモントラップを用いて、成虫の発生消長を調べた結果、３回の成
虫発生期を確認することができた。防除適期は、成虫と幼虫の発生時期からみて、６月中旬、８月上
旬および９月上旬と考えられた。以上のことから、本種の発生が多くなる８月上旬または９月上旬に、
寄生蜂に対し影響の小さいＢＴ剤を使用する方法が効果的であると判断された。
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